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研 究..,.主 題

人間としての在 リ方生き方に視点をおいたホームルーム活動

一 個性 ・社会性の育成,進 路指導を中心として

1は じめに

1研 究のね らい

各都立高等学 校におけ るホー ムルー ム活動の実態 を調査 し,人 間 としての在 り方生 き方を

指導す る上でいかにすれば ホームルー一ム活 動 を充実 し,活 性 化 させ てい くことが で きるかに

視点を当て,そ の方策 を探 る。

2研 究の背景 と主題設定 の理 由

平成 元年11月 に告示 され た,新 学 習指導要領では,ホ ー ムル ーム活動 を中心 に 「人間 と

しての在 り方生 き方 」の指導 の充 実を図 ることが求め られて いる。 また,そ の内容について

は,「 個 人及 び社会 の一員 と しての在 り方生 き方に関す るこ と」と「将来 の生 き方 と進路 の

適切 な選択決 定に関す ること 」にホームルー ム活動に配 当す る授 業時数の3分 の2程 度 を配

す ることとされ た。 そ こで,n個 性 ・社会性"及 び"進 路"と い うテーマの ホー ムルー ム活

動に焦 点 を絞 って研究 す るこ とと した。

研 究に 当た っては,ま ず各都立高等学 校が,ホ ー ムルー ム活動を具体的に どの よ うに実践

してい るのか を知 るために,そ の活 動の実態 を ア ンケー ト調査 した。 また,K個 性 ・社会性

の育成,進 路 指導を中心 として"の 副題 に沿 ったホームルーム活 動の テーマを様 々な角度 か ら

検 討 し,74例 にまとめた。 その中か ら今 回事例研究 と して取 り上 げ たものの中には,重 要

な テーマで はあ っても生 徒たちが必ず しも興味 ・関心 を示 さない もの もある。 しか し,周 到

な準備 と適 切な資料 の もとに,指 導上の創意 ・工夫 をすれば,十 分に生 徒 の関心 を引き,興

味 を湧かせ るこ とがで きるとの仮説の もとに,テ ーマにそ って6つ の実践 を行 い,そ の具体

的な 展開例 を本 冊子 に掲載 した。 この事例 が,各 都立 高等学校において 引き続 き実践 され,

さらによ り良い ものに工夫 ・改善 され る ことを期待 する。

5研 究 の進 め方

人間 としての在 り方生 き方 に視点 を おいた ホームル ーム活動 が,各 都立高 等学校 で どの よ

うに行 われてい るか,ま た,ど の よ うな授業が ホームルー ム活動 を活性化 させ ることが で き

るのかを研 究の 目標 と して,実 態調査 の結果 を基 に して,い くつか の指導案 を作成 した。 さ

らに,こ れ を実践 し,そ の評価を通 して改善 の視点 を探った。

4研 究 の経過

1 5/8 日 比 谷 研究主題の決定 4 9/3 台東商業 各実践事例の検討
2 6/15 板 橋 研究内容の検討 5 1Q/9 八 王子 北 実践事例報告・検討
3 7/7 八王子東 指導案の作成 6 11/9 小 川 指導案の検討

8/22～8/24御 岳研究集会

ア ンケー トの集計分析,検 討,考 察

各学校 にお け る実態の把握

指導案の再検 討

■

7 11/24 小 金井北 研究報告の検討
8 12/1 第三商業 報告書の作成
9 1/14 板 橋 報告書の校正

10 2/8 都 研 第6研 修室にて発表
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Hホ ームル ーム活動 の実態調査

各都立 高等学校 におけ るホームル ーム活動 に関す る実態 を把握 す るために,全 日制 ・定 時

制課程 を対 象にア ンケ・一 卜調査を実 施 した。

全 日 制 定 時 制 合 計

調 査 校 210校 111校 321校

回 収 校 146校 76校 222校

回 収 率 69.5% 68.4% fi9.2%

1ア ンケー トの結果 と分析

(以 下の%は 回収校に対する割合)

本年度 の年 間ホー ムル ーム活動(ロ ングホームル ーム)の 回数 は何回ですか?

1学 期 2学 期 3学 期

全 日 制 平 均
(下 限～上限)

10.0回

(4回 ～16回)

11.3回

(5回 ～16回)

6.9回

(2回 ～12回)
■

定 時 制 平 均
(下 限～上限)

9.fi回

(4回 ～18回)

10.2回

(5回 ～15回)

6.3回

(3回 ～12回)

懇綴

・年間の平均実施回数は,全 日制282単 位時間,定 時制では26 .1単 位時間である。

学校行事等で欠ける場合があると考えられるが,回 数の確保に向けて改善を要する

大 きな課題である。

貴校 では,ホ ームル ーム活動の時間 をどの曜 日に設定 してい ますか?

艦撰i

月

火

水

木

金

土

全 日制

1.4%

o%

2.7%

2.1%

5.4%

四884%

月

火

水

木

金

土

定 時制

Z〃 〃ZクZl3.3%

査1.3%一
21.3%

Z2.7%

20.0%

41.4%
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先生 は,ホ ー ムル ーム活動 の1時 間 ごとの 指導案 を作成 してい ますか?

全 日制
一一一毎回
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定時 制
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毎 回
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毎 回 作成(1.3%)

・各教 師の約40%が 作成 してい るがs学 校 と して作成 してい るのは全体 の約30%

であ る。学校 と しての取組みが盛ん にな ることが望 まれ る。

・作成 していない理 由としてはアンケー ト調査 に見 られた意見(P.23)を 参照 されたい。

先生 はホー ムルー ム活動の指導の ために,事 前に生徒 と打 合せを行い ますか?

全 日制
ほとんと

、.,liii

■

毎 回

行 う
{13.8
%)

・

=:i:=:
●■

甲

と きどき行 う
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ほ とん ど行 わな い(15.2%)

定時 制
一一・ 毎

・・,

:㌧曜
●

o

…

ほ とん と

行 わ な い

(56.8%)
;::li=
'=

とき とき
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巳:。

='
・:

毎 回 行 う(1.3%)
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ホ ームル ーム活動について生 徒の姿勢は どの よ うな状況 ですか?

ii騰iiii

全 日 制

ウ

(9.0%

ア

最
。:・

(4.8

。:・:

,

・:・二

。・:・ 。 ・邑・
・ ■,,・ ● ・ .:;:

イ(86.2%)

i三7=:::::=:…澱1:

"・ ・:
:三鍵::;"

ア。 積 極 的 に 取 り組 む。

イ.テ ー マ に よ っ て は 積 極 的

に 取 り組 む。

ウ.興 味 を 示 さ な い 。

定時 制

ウ(25.3%)

「 ア(o%

,

■一= 魯

'…iiiii
二:::::':・

4、,、,;
{?4 7%

:;:・

■

■ ・

.9・ 彊 ■
,9.塵 昌

・テーマの設定 次第で約85%の 生徒が積極的 に取 り組 む ことが分 か る
。

したが って,ホ ー ム活動を活性 化す るためには,生 徒 の意見 が反映 され るよう生徒

との十分 な事前打 ち合せが肝要で ある。

ホームルーム活動の内容別授業時数配当度(全 日制,定 時制の合計)

(1)ホ ー ムルー ムにおけ る 「集 団生活の充実 と向上 」に関す ること。

}

1② 「個 人及び社会 の一 員 と しての在 り方生 き方 」に関す ること。l

I個 姓 活 ●社会 生活の充実 の ための活動

{
イ 学業生活の充実のための活動

年0回 年1～2回 学 期1～2回 月1～2回 月 数 回 無 答

19.2% 36.3% 27.4% 9.0% 6.1% 2.0%

年0回 年1～2回 学期1～2回 月1～2回 月 数 回 無 答

40.0%133.9%112.0%12.9% 0.9% 10.3%

年0回 年1～2回 学期1～2回 月1～2回 月 数 回 無 答

21.8% 37.7% Zo.a% ・1
2ユ% 13.fi%

ウ 健康 ・安全,基 本的な生活習慣に関す る活動
●

年0回 年1～2回 学期1～2回 月1～2回 月 数 回 無 答

10.8% 40.9% Zs.9% 12.2% 8.1% L4%
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③ 「将来の生 き方と進路の適切な選択決定 」に関す ること。

年0回 年1～2回 学期1～2回 月1～2回 月数 回 無 答

18.2% 3fi.9% 21.5% 8.6% 4.1% 10.7%

懸
アンケー トか ら,ホ ームルーム活動 において,そ れ ぞれの内容 に関 して配 当す る時数 は,

お よそ次の よ うで あ るこ とが明 らかになった。

一校 当 りの各領域の実施度 は次の通 りであ る
。

(1)ホ ームル ームに おけ る集団生 活の充実 と向上 に関す ること。24.8%

② 個 人及 び社会の一員 と しての在 り方生 き方に関す ること。

ア 個人生活 ・社会生活 の充実 のための活 動9.6%

イ 学 業生活の充実の ための活 動15.2%

ウ 健康 ・安全,基 本的 な生活 習慣 に関す る活 動29.8%

(3)将 来の生 き方 と進路 の適切 な選択決 定に関す ること。20,6%

以上 の結果か ら,(2)及 び〔3)の項 目についての合計 は,75.2%で ある。 したが って現在

も,各 都 立 高等学校が実施 してい るホームルーム活動の うち,内 容②及 び(3)に配 当す る時

数 は,新 学習指導要領 に示 されてい る3分 の2程 度 を満 た してい る。

皿 内容別題材例 と年間指導計画のモデル

アンケ0卜(p・4,問5)で 明 らかな ように,生 徒が ホームルー ム活動へ参 加す る姿勢 は,

その時間 の題材 に よって変 わって くる。 しか し生徒の興 味 ・関心 だけで題材 を選 んでいたので

は,偏 りが生 じ特別活 動の 目指 すべ き指 導 目標 は実現で きない。

新学 習指導要領 に示 されてい る内容(i)～(3)に基づ き,考 え られ る題材 を検討 し,次 ページの

表 にま とめた。表 中のい くつかの題材 名の横 に()で 示 した数字は,生 徒 に行 った アンケー

ト調査(都 立高校8校,計324名)の 結 果 興味 ・関心 が あると した答えの多 か った題 材名

の,各 分野 ごとの上位5位 までの順位 であ る。 これ らを加味 し,新 学習 指導要領 に示 された内

容(2)及 び(3)が全体 の3分 の2程 度 にな るよ うホ ームル ー・ム活動の年間指 導計画 を作成 したのが,

7ペ ー ジの表 であ る。 この表 の題材名の上 に網 を施 した ものについ て,本 誌8ペ ー ジ以 降に,

その題材 の具体 的な指導案 例を示 し,そ の実践例お よび評価 を報告す る。
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〈ホームルーム活動の内容別題材例〉

ホームル ーム活動の内容 題 材 例

●

集に
団関
生す
活 る
のこ
充 と
実
向
上

生徒会委 員 ・クラス係等の選

出

「委 員 ・係 の仕事 と責任 」「自分が クラスに貢献 で き

ること 」「クラスの中の個人の役割⑤ 」

旅行 ・集団宿泊的行事に関す
る手続 きなどの活動

「修学旅行(遠 足)に 行 く目的 を考え よ うω 」

「宿舎で の生活 のルール をつ くろ う 」 一

文化祭 ・体育祭 などの学校行
事に関わる活動

「文化祭の社会性について考えよう」「体育祭必勝大

作戦ω 」「見てもらえる文化祭企画② 」

勤労生産 ・奉仕的行事につい
ての活動

「学校周辺 クlj一 ン作戦 」「用務主 事 さんな どのお話

を聞 く」「ボ ランテ ィア体験 談発表 」

その他 集団生活の充実 ・向
上に関わる活動

「成績アップのための席替え③ 」「全校集会 と自分 」
「文化祭 と自分」「卒業式に両けて 」

青年期の特質の理解
「青春 とは何 だ?」 「青年期の心理(学)」

「高校生 は大人 か?③ 」一

.

個
人
及
び
社
会
の
一

員
と
し
て
の

在
り
方
生
き

方
に
関
す
る
こ
と

個
人
生
活
・

社
会
生
活
の
充
実

自己の個性の理解
「私の長所 ・短所 」「私 の十大 ニ ュース 」

「1分 間 自己PR」 「新年の抱負 」

人間としての在 り方生 き方の
探求

「私の尊敬する人 」「死について 」「児童 の権利に関
する条約 」「差別と人権 」「地球環境を考える」

男女相互の理解 と協力
「理想の結婚相手 」「男女混合名票について考える」
「男女交際の在 り方ω 」

一

集団生活における人間関係の
確立

「挨拶 を考え る 」「暴 力について考 え る」

「真 の友情 とは?」 「自己と他者 」

国際理解 と親善
「自分の行 きたい国 」「国際 貢献 って何 だろ う」

「留学生 の話を聞 く」

その他,個 人生活 ・社会生活
の充実のための活動

「自由 と規 律について 」「校則に ついてU」

「掃 除 につ いて考 える 」「学 校生 活へ の不澗4)」
■一

学
業
生
活
の
充
実

主体的な学習態度の確立
「嫌いな科 目」「教科別学習法を考えよう」
「誰のための勉強?」 「学習計画を立てる 」

教科 ・科 目の適切な選択 「選択と進路 」「自己を活かす選択教科の選び方 」

学校図書館の利用
「図 書館 の有効利 用法発表会 」「読書 コンクール 」

「感動 した本 」

情報の適切な活用
「プ ライバ シーを考え る 」「情報の正 しい選択 」

「学校 の し くみ 」「コ ンピュータと人間 」

その他,学 業生活の充実のた
めの活動

「赤点 について 」「定期 考査の傾向 と対 策 」

「カ リキュ ラムを考 え る 」「私の勉 強法 」

健
康
安
全

健康で安全な生活態度 ・習慣
の確立

「公衆道徳 につ いて 」「交 通マ ナーを学 ぽ う」

「食生 活 を見直 そ う 」「エイズって何② 」

その他,健 康 ・安 全に関す る

活動

「ポル ノグ ラフィについて考 え る 」「生 命について 」

「私の健 康管理法 」「人 間生 活 と自然環 境 」

o

将適
来切
のな

生選
き択

方決
と定
進 に
路 つ
のい

て

進路適性の理解
「進路希望調査⑤ 」「私の得手 ・不得手 」

「適性って何だ?② 」

進路情報の理解と活用
「身近な人の職業 」「先輩の受験報告書の分析 」
「会社 ・学校訪問報告会 」

望ましい職業観の形式
「社会を支える人たち」「人生の先輩に学ぽう」
「アルバイ ト体験談発表会ω 」

将来の生活の設計
「自己の将来を考 え る(ラ イ フ ・プ ラン)③ 」

「様 々な生 き方を知 ろ うω 」「私 の歩 む道J

進路先への適応
「お世 話になった人 へ近況 報告 を書 く」

「社会 に出 る心構 え 」 「面接 マナーの基本 」

その他,将 来の生き方と進路
に関わる活動

「履歴書の書 き方 」「求人票の見方 」
「上級学校について調べよう」
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〈年間指導計画のモデル〉

月 回 第1学 年 第2学 年 第3学 年

4

月

1 委員 ・係の仕事 と責任 ク ラスに貢献で きるこ と クラスの中の個人の役割

2 高校生は大人か 青春とは何だ? 高校生の心理

3 真の友情とは? 公衆道徳について

5

日〃

1 校則について考える 学校生活への不満 自由と規律について

2 教科別学習法を考える 誰のための勉強? 私の勉強法

3 遠足の 目的を考えよう 遠足の 目的を考えよう 遠足の目的を考えよう

4 体育祭必勝大作戦 体育祭必勝大作戦 体育祭必勝大作戦

6

月

1 見て もらえ る文化祭企画 見てもらえる文化祭企画 見てもらえ る文化祭企画

2 灘鱗暮麟 峯 私の長所 ・短所 履歴書の書 き方

3 様々な生 き方を知ろう 求人票の見方

4

iiln

i麟騰 灘搬職業 進路希望調査 先輩の受験報告書の分析

7

月

1 進路希望調査 私の得手 ・不得手 面接マ ナーの基本

2 赤点について 学習計画を立てよう 情報の正 しい選択

9

月

1 アルバイ ト体験談発表会 会社 ・学校訪問報告会

a 文化祭 と自分 文化祭 と自分 文化祭の社会性 を考え る

3 自分の行 きたい国 留学生の話を聞 く 国際貢献 って何だろう

4 全校集会 と自分 修学旅行の目的を考える 死 について

1 私の尊敬する人 修学旅行のルールを作る 1生 命について

2 感動 した本
f

感動 した本[感 動 した本

3 読書 コンクール 読 書 コ ン ク ー 、レ1読 書 コ ン ク ー 、レ
　

4 図書館の有効利用法発表 1プ ライバ シーを考 え る

1 食生活を見直そう
「

カ リキュラムを考え る 地球環境 を考 え る

2 私の健康管理法 自己を活 かす選択科 目1学 校 周辺 クll一 ン作戦

3 暴力について考え る 学校周辺 ク リー ン作戦 薩 別と人権

4 学校 周辺 ク リー ン作戦 ボ ランテ ィア体験発表会

1 期末考査の傾向と対策 人間の生活 と自然環境 コ ン ピ ュ ー タ と人 間

2 教科別学習法再検討 嫌いな科 目 自己と他者

1

月

1 新年の抱負 新年の抱負 新年の抱負

2 交 通 マナーを学ぼ う 交通 マナーを学 ぼ う 交 通マ ナーを学 ぽ う
f

31男 女交 際の在 り方 用務主事さんの話を聞 く 理想の結婚相手

2

月

1 隣 ノグラフィ`こつ いて 社会 を支える人たち 真の友情とは

2 エイズって何? 私の尊敬する人 世話にな った人へ の手紙

3 上級学校を調べよう 私の歩む道 社会に出 る心構え

4 適性 って何? 進路希望調査 卒業式に向けて

3
月

1 私 の十大 ニ ュース 私 の十大ニ ュー ス 私の歩む道

。網を施 したものは本誌8ペ ージ以降に具体的な指導案例を示す。
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ホ ームルーム活動 の指導案

個性 を育て るためのホームルー ム活動 の指導案(例)

題 材 名:「 自己 を知 る」

題材 設定理 由 二将来 の 自己の進路 を 自主的に選 択決 定す るため には,ま ず 自己の個性 を理

解す るこ とか ら出発す ることが大切 であ る。 その ためには,身 近 な社会集

団 の中 での人間関 係において,他 者 と共に生活す る自己の在 り方生 き方 に

ついて,自 分 自身で深 く考 え ることが必要で あ る。本 題材では,ゲ ー一ム的

な要素 を加味 しなが ら,生 徒 自身が 自己を考察す る力 を幅広 く育成す る。

対 象 学 年:第1学 年

本 時 の 目 標:① 自己の特性 などについて分析 した り,友 人 同士で相互評価す ることを通

じて,自 己を見つめ る機 会 とし,自 己を多面的に とらえ ることが重要で

あ ることを考え る。

② ホームルーム内の友人の特性 について考 え,相 互理 解を図 る。

準 備 二「自己を知 るためのカー ド(次 ペー ジ資料1-1)」,原 稿用紙(人 数分)

形 態:6～9名 ほどの班 を編成 し,班 ごとの話合 いを基本 に して活動を展 開す る。

授 業 の 展 開

活 動 の 内 容 活動の主体 時間 指導 ・援助 の留意点

活開 ・「自己 を知 るための カー ド」及び原稿 用紙 を配布 し, 議 長 5分 。事前に議長団 と話 し合い,

動始 本 時の テーマ と内容 ・活動の進 め方を説明す る。 書 記 注意事項 などについて指導
の す る。

(1)自 己PR文 を 書 く。 15分 ・「 カー ド」の 自己 分析 表 の

① 「自己を知 るカー ド」に,無 記名で数行 程度 の 自 各 自 項 目以外 にも,人 間の性格
己PR文 を書 く。 や行動の特性 を示す ことの

② 班 ごとに 「カー ド」を集 め,班 長が順序不 同に読 班 長 で きることが らが考え られ

活 み上 げ る。 れば それ について も話 し合
③ 各 自が,読 み上 げ られ たPR文 を誰が書 いた もの 各班員 うよ う助 言する。

動 か を推察 し意見を言 う。

(2}自 己評価 と友人同士の相互 評価 を行 う。 25分

の ① 各 自が 自己の特 性な どについて考え,「 カー ド」 各 自
の 自己分析表 に記入す る。 この とき 「カー ド」への

展 記名 も行 う。

② 班 内で3人1組 にな り,自 己分析表 を交 換 し,他 各 班
開 の2入 に 友人 か らみた評価 を 「カー ド」に 記入 して ・友人につい ての評価や班 内

も ら う。 での話 し合 いで,他 者 の人
⑧ 友人か ら見た評価の記入 され た 「カー ド」を見なが 各 班 格を傷 つ ける ことのない よ

ら,自 己評価 と他者か らの評価 とを比較 し互 いに感想 各 自 う,人 権上 の配慮 を十分に

を述べ合 う。 各 自,そ の話合 いの要点を 自分 の 「カー 行 う。
一

ド 」に メ モ と して 記 入 す る。

・自己評価や友人 同士の相互評価 等を通 して,自 己の特 各 自 5分 。本時 の活動の まとめ と して

活 ま 性 等を様 々な角度 か ら知 ることの重要性 を知 る。 教 師 の作文 の意義 を徹底 す る。
動と ・記入の終 わ った 「カー ド」を参考 に しなが ら,次 回 ま

の め でに 「私の長所 と短所 」とい う題 で作文を書 くよ う連

絡 す る。

(8)-評 価の観点

①生徒 各自がr自 己理 解 を深 め,入 間 としての在 り方生 き方 を真剣 に考え ることが できたか。

②班 内での 相互評価の活動 を,小 集団 内での人間 関係 を深 め る機 会とす ることがで きたか。

③話合 いを中心 とす る活動 によ って,よ り大 きな集団の一一員 と しての 自覚を高め られたか。

④ この時間 の作文 を,進 路相談の際の資料 と して活用す ることがで きる。
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〔資 料1-1〕

自 己 を 知 る た め の カ ー ド

高校 に入学 して2ケ 月 ほどたち.ホ ームルームの仲間 との つ き合 い方 も深 ま り,友 達 につい

ての印象 もだいぶ固 まって きたのでは ないで しょ うか。 しか し,友 達は さることなが ら,自 分

自身はい ったい ど うい う人間 なの だろ うか と考 えた ことはあ りますか?

今後,友 人 との関係 をよ りよい もの として高め,自 分 の学 校生活 を充実 させ,さ らに将 来の

自分の在 り方 生 き方 を考 え,希 望の進路 を実現 して行 くためには,自 分 自身の ことを よ く理解

して お く必 要が あ ります。

自己を知 るとい うこ とは,と て も大切 な ことなのです が,そ れが なか なか難 しい。 そ こで,

本 日の ホームル ーム活動で は,そ のための手がか りにな るよ うな簡単 なゲーム と話合 い を,議

長の司会 で進 めて行 きます。 以下 この用紙 を議長 の注意 に したが って記入 してい って くだ さい。

1自 己PR文

無記 名で数行,自 分 の性格 や長所 ・短所な ど,自 分 自身をPRす る文 を書 いて ください。

班 員全 員が書 き終 えた ら,班 長 が集 めて読み上げ ます。 それが い ったい誰のPR文 か皆 さん

で 当てて くだ さい。 自分 のPR文 が友達 に当てられ た ら,こ のカー ドを返 して も らい,記 名

して くだ さい。

2自 己分析表

下 の表の性格や行 動の特徴 を読 んで,自 分 自身を評価 し,自 分 と して当てはま ると思 った

らその欄 に○印 をつ けて くだ さい。 自己評価 を終 えた ら,班 員相互 でカー ドを交換 し,2人

の友達 か ら自分 を評 価 して もらい,表 に同 じよ うに記入 して もらって くだ さい。

自 己 評 価 友人 の評 価fl) 友人の評価②

基本的な生活態度が確立している

自主性がある/積 極的である

向上心がある/努 力家である

創造 性 が あ る/よ い ア イデ アを もつ

勤労 意 欲 があ る/怠 けな い ・さぼ らない

情緒が安定 している/感 情に走らない

責任感が強い

公正である/正 義感が強い

公共心 を もつ/マ ナー をわ きまえて い る

社会性がある/他 者と協調して行ける一 ♂一 一ρ'ノ ㌔ 一一一!ir一 聰rρ 一f一 '、f一 ρ'ノ 占 ハ ー ψ ー ノ"一

3自 己評価 と友人の評価 との比較

上の 自己分析表 を見て,自 己評価 と友達 か らみた 自分に対す る評価 とを比較 し,班 内でお

互 いに意 見 ・感 想 を述べ合 って くだ さい。 その話合 いの要 点 を以下に メモ しておいて くだ さ

い。その際,人 格 を傷 つけない ように して くだ さい。

年 月 日 1年 組 番:氏 名
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(1)題 材 名:「 人間としての在リ方生き方の探究 一子 どもの人権を通 して一 」

② 題材設定理 由:急 速に国際化す る社会にあって,人 権に関する意識を高め ることがますま

す重要となり,世 界的にも,国 際連合において 「児童の権利に関す る条約」

(仮 称)が 採択 され,子 どもの人権の保障が世界共通の課題 となっている。

生徒が世界の異なる文化を理解 し,自 己の考え方に自信 と責任をもって行

動 し,国 際社会に貢献 し得 るためには,人 権についての理解を深め,主 体

的に自己の在 り方生き方を探求 してい くことが必要である。そのためには

身近な社会集団である学校生活を通 じて,日 ごろから人権に対す る意識を

体験的に高めて行 くことが大切であ る。本時は生徒の身近な人権問題を取

り上げ,人 権に関する意識を高めるとともに,主 体性 を育て,人 間として

の在 り方生き方を探ってい くための動機付けとする。

(3)対 象 学 年:第2学 年

{4)本 時 の 目標:① 新聞の人権問題に関連す る記事に対 し,自 分 自身の意見を発表す る態度

を育てる。

②子 どもの人権を認識 し,主 体的に行動する生徒を育てる。

③人権に関す る意識を育てることにより,人 間 としての在 り方生 き方を探

求す る。

(5)準

⑥ 形

(7)

備:① 教師が適当と思われる新聞記事を事前に用意す るか,各 班 ごとに人権に

関す る記事を用意する。

② 日本国憲法(第3章 国民の権利 と義務),児 童の権利に関する条約

(仮 称)の プ リントを配布す る。

③感想文用紙

態:4～8名 程度の班を作 り,班 ごとに分かれる。

授 業 の 展 開

活 動 の 内 容 活動の主体 時間 指導 ・援助の留意点

活 ・本時 のテーマ と内容 を説明す る。 教 師 5分 ・日本国憲法に基本

動 ・本時の活動の進め方を説明する。 的人権が保障 され
の

開
・用意 した日本国憲法及び新聞記事を配布 てい ることを示唆

始 す る。 す る。

(1)新 聞 記事 を読む。 生 徒 20分

活 ①新聞記事について各班 で話 し合う。 班 ・どの ような人権 を

動 ②話 し合いを踏 まえ,自 分なりの考え方 侵害 しているかを

の を 書 く。 考 え る。

展 ③班長に話 し合 った内容 と自分の考え方 班 長

開 を発表 させ る。
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② 「児童の権利に関す る条約」を配庸す 教 師 15分 ・国際連合で採択 さ

活 る 。 れ,子 どもの人権

動 ①全体の構成及び条約の趣旨を理解する。 生 徒 保障が世界共通の

の ②新聞記事と関連す る条文を考え,発 表 課題にな ってい る

展 さ せ る。 こ とを示唆す る。

開 ③ 子 どもの権利 を踏 まえた上 で,も う一 班

度新聞記事の内容を話 し合 う。

④話 し合った内容を班長が発表す る。 班 長

(3)学 校や身近な生活の中で人権侵害に関 生 徒 5分 ・次回以降の ホー ム

わ る問題 があれば書 く。 ル ーム活動の資料

と す る。

活 ・生徒一 人一 人の権利が保障 されてい るこ 教 師 5分 ・人権に関す る新聞

動 とを理解 す る。 記事に関心を払い

の ・自分達の問題は,自 らの主体的行動が解 自分の問題 として

ま 決の糸 口とな ることを理 解 す る。 考え られ るよ うに

と ・今後 もホームル ーム活動 で人権 の問題 に
す る。

め ついて話 し合 うことを確認す る。

(8)指 導上の配慮

①新聞記事は,扱 い方によって多様な解釈ができるので慎重に取 り扱う必要がある。また教

師は生徒の主体性を育成す るために,生 徒の意見を尊重 して,生 徒の意見を聞きなが ら指

導するとい う視点にたつことが特に大切である。 さらに,生 徒の要求や意見について教職

員全員の総意 を反映 した形で,時 にはその適否を明確に示すことも必要である。

②社会科等の教科との関連を図るように配慮する。

③ プライバシーの保障や,人 権上の配慮を十分に行 う。

(9)評 価の観点

C自 分の意見が表明できたか。

②表現の自由についての理解が深 まったか。

③新聞記事に関心をもつようになったか。

④ 「児童の権利に関す る条約 」などについて関心をもつようになったか。

⑤ 新聞記事から発展 して,人 権に関わる関心をもつようになったか。

⑥ 他人の人権を尊重する態度が養われたか。
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2社 会性 を育 て るためのホームルーム活動 の指導案(例)

(1)題 材 名:「 挨 拶等 の基本的 な生活 習慣 にっいて考 え る 」

② 題材 設定理 由:社 会 性を培 う教育の一環 と して,挨 拶 等の基本的 な生 活習慣は ど うあ るべ

きかを考え る。 また,こ の テーマを通 して人前 で意 見を発表 し,他 の人の

意 見を聞 くことので きる態度 を育 てる。

⑧ 対 象 学 年:1学 年

(4)本 時 の 目標:① 社会性 を育成す る。

② 「て っぺ い君の1日 」とい う課題劇 画(次 ペー ジ資料2-1)を 使 って

挨 拶等 について考え る。

⑤ 準 備:課 題劇 画を配布(人 数分),更 紙(人 数分),模 造紙 マ ジッ ク

〔6>形 態:7名 程度 の班 を作 り,班 ごとに分かれ る。

(7)授 業 の 展 開

活 動 の 内 容 活動の主体 時間 指導 ・援助の留意点

活 ・本 時の テーマ と内容 を説明す る。 議 長 4分 ・事前 に議長 と司会,進 行 につ

動
の開

始

・活動 の進 め方を説明す る。
・班 を作 らせ,班 ごとの司会 者 と

発表者 を選 ぶ。

い て打 ち合 わせ る。

(D課 題劇画 を配 布 し,各 自読む。 各 自 12分 ・どのよ うに改 め るべ きか も,

② 各班は主人公のてっぺい君の 各 班 討議 させ る。

改 め るべ き点 を話 し,ま とめ る。
活

動

の

③ 班 ご とに,ま とめを発表 す る。
(4)ま とあの評価 をす る。 次の課

題 を出す。

⑤ 各班は

①人間 はなぜ挨拶 をす るのか。

各 班
教 師

5分;

2分1

}

1●馨裂 重論 轡2工 響

展
②挨拶 の仕方 はど うあ るべ きか

を話 し合 いま とめ る。
各 班 14分隆 灘 塔騨 黎吝擁

(6}班 ごとに,ま とめを発表 す る。 各 班 1知 ら せ る。

開 ① 挨拶 の意義 を,説 明 す る。 教 師 2分
(8}挨 拶 の 仕 方 を,ロ ー ル プ レ イ 生 徒 8分 ・挨拶は,時,場 所 場合 によ

法 で行 う。 って違 うことを知 らせ,状 況
に応じて対応す ることが必要
で あ るこ とを認識 させ る。

一 一 十　 圏_一 贔_一_一_ ウ 一一 ¶ 一}一 冨 一

活 ・本時の活動 につ いて,ま とめを 教 師 3分 ・挨拶は,お 互 いの連 帯意識,
動 行 う。 人格の尊重,思 いや り等に根
の ・本時の評価 をす る。 ざ したものであ るか ら,大 切
ま
と

で あ ることを認識 させ る。

め
一

(8)評 価の観点

①挨拶の大切さを理解できたか。挨拶は状況に応 じた対応が必要であることを認識できたか。

②人間としての在り方生 き方を考え,社 会性を身に付けることが大切であることを理解でき

たか。

③話 し合いや討議ができたか。
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て っ ぺ ・「い 君 の 一 日〔資 料2-1〕
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ー

ト
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{1)題 材 名:「 掃 除にっいて考 える 」

② 題材設定理 由:最 逓 学校 によ っては,校 内の汚れ が 目立つ。 そこで生徒の掃 除 に対 する

意識 を高 め,積 極的 に掃 除がで きる よう清掃 の意義 を考え る。

(3)対 象 学 年:ユ 学年

(4}本 時 の 目 標:① 劇 を通 して,掃 除 の意義 について考 え,豊 かな心 を育成す る。

②入前で意見 を発表 し,他 人の意見 も聞 くことので きる態度 を育 成す る。

(5>準 備;会 話劇 のシナ リォ(男 子1名,女 子3名)(次 ページ資料2-2),更 紙,

マジ ック,模 造紙 「世 界の学校掃除地図 」(次 ペ ージ資料2-3)

⑥ 形 態:7名 程度 の班 を作 り,班 ご とに分かれ る。

(7)授 業 の 展 開

活 動 の 内 容 活動の主体 時間 指導 ・援助の留意点

活 ・本時の テーマ と,進 め方 を説 議 長 5分 ・事前に議長 と司会,進 行 を打ち

動 明す る。 合 わせ る。
の ・班 を作り,班 毎の司会者と発

開 表者を選ぷ。
始 ・会話劇に出演する生徒を選ぶ。

(1)資 料2-2の 会話劇 を2回 生 徒 5分 ・で きるだけ感情 を込めて行 うよ

行 う。 うに助言す る。
② 黒 板に4つ の質問 を書 く。 各 自 15分 ・まとめを模造紙に書 き発表 させ

①A男 はどういう生徒だと思 る 。

活 う か 。

②B子 の考えをどう思 うか。
動 ③D子 の言 った,ア メ リカの

学校では生徒が掃除を しな
の い ことを どう思 うか。

④C子 の疑問の,掃 除の意義 。掃除の意義

展 をまとめ てみよ う。 ①基本的な生活習慣の育成
③ 各班は4つ の質問を話 し合 議 長 15分 ②公共心の育成

開 い,ま とめて発表す る。 その 、 ③協調性の育成
後,意 見交換 をす る。 ④人間形成

(4)資 料2-3の 学校掃除地 図 教 師 5分

を配布 し,説 明す る。
(5}掃 除 の意義 を まとめる。

活 ・何人か に,こ れか らどのよ う 議 長 5分 ・まとめ時間 を必 ず とる。

動 に掃除に取り組むかを聞いて

雪
み る。

と
め

(8)評 価 の観点

①掃除 の意 義を各 自が理解 で きたか。 また,話 合 いや討議 が グル ープ内で十分 にで きたか。

② 劇 とその後の話 し合 いが楽 し く進 み,掃 除の意義 を十分 に認 識 し,「 や らc`;tれる掃 除 」か

ら 「自ら行 う掃 除 」へ と発想 を変 え られ たか。

③環境 教育の意義 や地 球の環境 保全 と掃 除 との関 わ り1ζついて考 え られたか。
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会話 劇 の シナ リオ〔資 料2-2〕
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四

人
と

も

沈
黙

す

る
。

世界の学校掃除地図〔資 料2-3〕

学校掃除には三つのタイプがあるが,そ れは宗教を含めたその地

域の文化 伝統や社会の特質と深い関係があることが分かる。

「
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将来の生 き方 と進路 の適切な選択決定に関す るホー ムルー ム活動 の指導 案(例)

題 材 名;「 自己の将来 を考 える 」

題 材設定理 由:生 徒は 自己の将来 を考 える際 に,す ぐに進学 か就 職か とい う選択 に意識が

向い て しま う傾向 がある。 そこで,進 路選択 は 自己の将来の在 り方 生 き方

との関連に おいて,長 期的 展望に立 って考え る。

対 象 学 年=1学 年

本 時 の 目 標:① 将来 を考 える際 には,数 年後 だけでな く,10年 後,20年 後… と,長

期的な展望 で考 えるこ とが重要 である ことを認 識す る。

② ホームルー ムの 友人の将来設計 を知 る ことを通 して,自 己の将来 を考え

る機会 と し,各 自の将来 には多 くの可 能性 がある ことを認識す る。

準 備:① 事前指導 として,自 分の 周囲の人 々(保 護者,親 類,近 所の方 々等)に

その人 の人生経験 について インタ ビューを して お くことを 指示す る。

(次 ペー ジ資料3-1>

② 原稿用紙 将来 設計表(次 一一ジ資料3-2)を 人数 分,「 ○ ○代 の私」
一覧表6枚(模 造紙1ζ「卒業 後の私 」 「2G代 の私 」… 「60代 の私 」

の よ うに標題 をつけてお く),マ ジック(班 の数 分),セ ロテー プを用

意 する。

形 態;男 女混合 の7～8名 の班 を作 り,班 ごとに分 かれ る。

授 業 の 展 開

一
活 動 の 内 容 活動の主体 時間 指 導 ・援 助 の 留意 点

一一

活 ・本 時 の テ ー マ と内 容 を 説明 す る 。 議 長
動 ・自身の人生経験 と将 来設計 について語る。 教 師 ・本 時 の 活 動 の き っか け とす る。

の 1G分

開 ・用意 した用紙を配布す る。 書 記 ・一覧表1ま標題 を伏せて配布する。(名 班1

始 。活動の進め方を説明する。 各班長 枚)

(1)将 来設計表 を作る。 20分

・各 自がそれぞれの年 代に 自己はど う在り 各 自 ・「ど うな っ てい るか 」では な く 「ど う在 り

たいか を将来設計表に記入す る。 たいか 」を記入する よう徹底する。

活 ・畢 前 に イン タ ビュ ー した 身近 な人 々の 人 生

(2}「 ○○代の私 」一 覧表を作成 する。 5分 を参考にするよ う助言する。

動 ・各班で将来設計表を集める。 各班長 ・イ ン タ ビ ュー を 行 うに 当 た っ て,人 権 尊 重

・模造紙に指定 された年 代に従 い,そ れぞ の視点に立 っての配 慮事 項を伝え る。

の れの将来設計表に記 され た ものを拾い出

し,模 造紙に書 き写す。

展 (3}一 覧 表 を基1ζ話 合 い を行 う。 10分

・回収 した一覧表を掲示する。 書 記 ・必 要に応 じて,卒 業生の例なども紹介 する。

開 ・一覧表 を基 に,議 長の司会 で感想意 見を 全 員 。多様 な将来 設計が あることを認識 させる。

述 べ 合 う。

{4)将 来設計表を基に 「私の将来 」とい う題 議 長 2分

で次回まで に作文 を書 くことを連絡 する。

活 ま ・長期的に将来 を考える ことの重要性 と,自 教 師 3分 ・より充実 した人生 を送 るためには,今 か ら

動 と 己の将来 には多 くの可能性 がある ことを確 自己の将来 を真剣に考 える ことが大切 であ

のめ 認 す る。 る こと を伝 え る。

(8)評 価の観点

①意欲的`ζ取 り組あた力裕 ② 自己の将来には多 くの可能性があることを認、識できたか。

③長期的に 自己の将来を考えることができたか。

(91本 時の活動の成果の活用(例)

①七夕の日に各自が自分の目標や願いを短ざくに記入し,教 室に掲示する。

②将来設計表 と作文を基に進路相談を行い,自 己の将来設計を実現するための方策を真剣に

考えるとともに,人 間 としての在 り方生 き方について考える機会 とする。
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〔資 料3-1〕 身 近 な 人 々 へ め イ ン タ ビ
ュ ー

等轟 撒 響 な出来事(進学.撒 腿 職'鋤.昇 進'定年儲 咄 産など)を勅 に綴 者'親類価 の方々

卒

業120代130代i40代150代160代170代180代

さ
ん

(才)

さ

ん

(才)

〔資 料3-2〕
半乎来 設 計 表

私

は

こ

う

在

り

た

い

卒

業 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

c

ぱ

へ

麺馨
メ

㍗

＼

黒 艶轟鍵

「目標 や願 いを短 ざ くに記入す る生徒 たち 」
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(1}題 材 名:r人 生 の先輩 に学ぼ う 一r身 近な人の職業 」の取材 を通 して一 」

{2}題 材 設定理 由:生 徒は将来の進路 につ いて大変 悩んで いる。特 に どんな仕事 に向い ている

か,将 来職業人 と して 自立 で きるのか な どの不安 感が強い。 したが って,

社会 人の話を直接聞 くことは,仕 事につ いての 視野 を広 げ,独 立心 や 自立

の欲求 を高める一 助 とな る。 また,hな 仕事 についての理解 を深め るこ

とによ り,職 業 観を育成 し,社 会 的 自己実現 に向けて学校生 活を積極的に

取 り組 む意 欲や態度 を養 うことがで きる。

(3)対 象 学 年=第2学 年

14}本 時 の 目標:① 働 くことの意 義を,家 庭,学 枕 地域社会 な どの側 面か ら考 え,望 ま し

い職 業観 を形成 する。

②取材結 果か ら,職 業に対 す る理 解 と希望す る職業 との適性 の相関関係 を

考 える。

③進路希 望達 成に向 けて・ 高校生活の中 で 自分 の在 り方生 き方 に関 しての

自覚を深め る。

㈲ 準 備:「 身近 な人の職業 」取材結果 表(次 ペ ー ジ資料3-5)

(6}指 導 の 過 程:① イ ンタ ビューの方法につい ての話合い(グ ル ープ代表)

②調 査項 目の検討 と決定(グ ルー プ代表)

③ 保護者 あて通知(次 ペー ジ資料3-3),「 身近 な人 の職業 」の取材 用

紙(次 一一一ジ資料3-4)に よる取材 の実施(ク ラス全員)

(7}授 業 の 展 開

活 動 の 内 容 活動の主体 時間 指導 ・援助の留意点

活 。資料の 「取材結果 」を発表 議 長 10分 ・様 々な職業につい ての理解 や働

動 す る 。 生 徒 く姿 を通 して,社 会 人 としてど

の ・取材で気付いたことを発表 のように社会に貢献 しているか

開 す る。 を発表 させる。

始 ●意見 を述 べる。

(1)働 くことの意義 を家庭, 議 長 30分 。職業観の変遷や,離 職率の増加

活 学校,地 域社会ではどうと 生 徒 など今 日的な話題を助言する。

動 らえているか,発 表 する。 ・働 くことの意義か ら,望 ま しい

の ② 資料か ら職業 と適性の相 職業観を考えさせる。

展
関関係 を調 べる。

(3)資 料か ら仕事 の厳 しさ,

・自己理解 の深化を図 る。

・社会人 として どの よ うに社会 に

開 楽 しさを通 して,生 きがい 貢献 していかを考え させ る。
は何か意見を述べる。

・進路 の 自己実 現のために, 教 師 10分 ・身近な人の職業の取材から,今

活 学校生活における在 り方生 生 徒 後は産業の動向や様 々な職業へ
動 き方について用紙にまとめ 目 を向け,多 くの情報 を収 集 ・
の

る 。 活用 してt進 路を絞 り込むこと
ま ので きる能 力を育成 す る。

と ・「働 く事 」についての 自分 の考

あ え方が取材後はどのように変化
したか まとめ させる。

fig}評 価の観点

①生徒は取材 に積極的に取 り組んだか。

②取材結果が進路学習に有効に活用されたか。

③進路の自己実現を 目指 し,学 習活動に積極的に取 り組む意欲や態度が育ったか。
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〔資 料5-3〕 保護者あて通知(例)
〔資 料5-4〕

「身近な人の職業 」取材用紙(例)

保護者各位

平成 美美年 苦月 芸 日

芸芸学年 涛苦組

担任 苦 苦苦 芸

「身近な人の職業 」取材への ご協力
について(依 頼)

日ごろに秋色の深 ま りゆ く今 日この ごろ

です が,保 護者 の皆 様にはつ つが な くお過

ご しの ことと思い ます。

学校 では今,文 化祭 の準備一色 とな り,
2年1組 は劇 「笛 」に取 り組ん でお ります。

当 日は,是 非 おでかけ下 さい。

さて,「 ホー ムルー ム活動 」において,

身近 な人 か ら働 くことの楽 しさや厳 しさを
取材 して,自 分 たちの進路 決定に役立たせ

たい と計 画 を 立 て ま した 。 ご多忙 の折 り

とは存 じますが,さ しつかえない範囲で職
業観 な どについてお話をいた だけれ ば幸 い

です。

なお,取 材項 目は次のよ うなものです。

(1)職 業 ② 職 業に おける適性
(3)仕 事 の楽 しさ(4)仕 事 の厳 しさ

ど うぞ よろ し くご協 力をお願 い します。

職 業 名

適 性

仕 事 の
楽 し さ

仕 事 の
厳 し さ

気付 いた
こと ・取

材の感想

A氏 B氏

取材にあたっての配慮事項

①事前に依頼文を送付 し,相 手 と約
束の日時を決める。

②取材の相手は複数 とし,職 種を変
えること。

③取材のときは 「人生の先輩 」とし
尊敬の念 をもち,礼 儀正 しく真面
目に聞 く。

④人格を傷つけた り,職 業を蔑視 し
たりすることのないようにする。

〔資 料3--5〕 一身近 な人の職 業取 材結 果(例)一 平成4年10月

儲口
一

禰蹴幽飾の
一

ゐ麺臨循縁蹄繍ム塑

撫 煮磁彪へ婚襯

雌揚儒擢 幽
魑
膚

鵜L浬磁ル

鵡

房物

働ひの礪伽 ,

物が拠納菰

驚 レ酷身
、

凝魚

砺鵬翻
礎骸弘

.

抄

敦懲

時楽

力孤ψ磁
く

陥鰍暢
ρ

ム

赫

挿痴磁噺夢辮

ル肋

塞

樽ル
「

厩峰南幽椥

醜轟蒲徽豚

細瀦劫幽
4

狂

%
、

躰ゐ
趣

轟甑施叡託

ル磁M初稲7砦

曙嘘獅馳猛膨

性適

急櫓遂馳璽的勝養"

納物纏㈱鴻

幽御拶熱肋
慣

歓偉」麹筋
秘知傍穐浦贈縁

N竹鞭ド鱒

朴劔パ伽瀬入

ト将教諌鋤秀

蜘%畝

珍知像錦蜘像

業職

ケ暢蜜
47鋤彰

鍾理調

者鄭孟

蟹垢

窟

塞

燥

〃帰網

脈礫靴

〃M群〃ψ伽

峯納㏄

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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V実 践事例に対す る評価

1個 性 を育て るため のホームル ーム活動

「人間 としての在 り方生 き方の探求 一子 どもの人権 を通 して一 」ホームル._..ム活動

(1)新 聞 記事 による事例

① 「児童 の権利 に関す る条約等人権問題 に関心 をもっていたか。 」……児童 の権 利に関す る

条約 につい て,以 前か ら知 っていた生徒 はわずか12%で あ り}身 近な人権問題1ζついて

具体 的 な事例 を書 いた生徒 も12%し かいなか った。 このよ うに生徒の入権につい ての意

識が低 いため班 ご との話 し合 いはあ まり活発に行 われなか った。

② 「自分の意見が表明 で きたか。 」…… 日本人 は人 前で 自分 の意 見 を表明す るのが苦手 だ と

い われ ている。今 回のホー ムルーム活 動で も各 自の感 想は全員が書い たが,他 人 に対 して

自分の意見 を表明 する活動 はあ まり活発ではなか った。

② 寸劇 を行 うことによる事例

① 「生徒 が主体的 に行動す る ことがで きたか。 」……身近 な人権の問題 と して,「 子供 の人

権 」をテーマに3分 位 の寸劇 を各班 ごとに発 表 し,そ の際,必 ず全員 が役 を演 じる とい う

こととしたので9劇 の題材 や構成 につい

て各班 とも全員 で話 し合 い,人 権 にっい ド

灘1驚 繊 ぐ 一,.1
楽 しみなが ら・濁 できた・ 鮮 き 噺 諺

また.'ご との感想 を各 自感想票 曙 一 恥 噛 夢

き,発 表 した内容 か ら,か な り,人 権 に 藪 難 ・蝕

対 して関心 をもった生 徒が み られ た。 「寸劇 の1シ ー ン」

② 「人権 を多面 的に とらえ ることがで きたか。 」……人権 を とらえ る視点 は学 校の きま りに

対す るものが多か ったが,中 には高校生が,大 人の都合 によ って,大 人 と子 供に使 い分 け

られて しまうとい う興味深 かい意見 もあった。

(3)今 後の課題

① 生徒の人権 についての意識 を高め るために,ホ ームルーム活動以 外で も人権問題 を取 り扱

う必要があ る。

② 他の授業で も討論形式 の形態 を取 り入 れて,人 前で意見 を表 明す る機会 を多 く体験 させる。

●
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2社 会性を育て るた めの ホームル ーム活動 ・

(1}「 挨拶につ いて考 える。 」ホー ムル ーム活動

① 「生徒が意欲的 に取 り組 んだか。 」……最 初,生 徒は,お も しろ くない と感 じていた よう

だが,班 の中で話 し合 い,そ れを発表 する ころにはかな り活 動が盛 り上 が って きた。

また,ロ ール プレイも意欲的 に取 り組 み興味 を示 していた。

② 「挨 拶の意義が理 解 され たか。 」・… ・挨 拶 は単に形式的 なものではな く,人 間の存在や他

者 に対 する思いや りの他 自己啓発の意義 な どもある ことを考える ことが できた。

③ 「コ ミュニ ケーシ ・ン能 力の育成 は ど うであ ったか。 」……班 活動で進 めた ことが多 くの

意見が出る ことに つなが った。 また模造紙 に書 いて黒板に張 り出す こ とが意 見の交換に効

果的であ った。

④ 「時 間配分 は どうであ ったか。 」……生徒の発表 にか な りの時 間が取 られ,少 し時間が足

りな くなった。時 間配分 に工 夫が必 要であ る。

② 「掃 除 について考 える 」ホームル ーム活動

① 「生徒 が意欲的に取 り組ん だか。 」・…・く1)の題材 と同 じ傾 向 であった。

② 「掃 除の意義が理 解 され たか。 」……世 界の学校掃除地 図1ζは多 くの生徒が驚 いていた。

生徒型 の タイプがア ジアにお ける この地域の文化,伝 統 と深 い関係 がある ことを知 り,今

後 も生徒型 の掃除 を続 けてい くことが 良い とす る生徒が大多数 であ った。

③ 「コ ミュニケ ーシ ョン能 力の育成 について。 」・…・<1)の題材 と同 じ傾向で あった。

④ 「時 間配分 は どうであ ったか。 」……ωの題材 と同 じだ った。

噸
llゴ

斎 、㌦
罐欝

「A君 は どうい う生徒 かな?」

鵬馨 勲熱 ・

_、、__岬 ハ 計 二〕漏

.轟1
'ご轄 羅

。,

臨
畢

露 蟻・
:、〆 舞

露 、.
燃 プ、

孟

幽

「僕達は こう思 うよ。 」

鹸

煽
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5将 来 の生 き方 と進路 の選択 決定 に関す るホームルーム活 動

(1)「 自己の将来 を考 える 」

① 「生 徒が意欲的 に取 り組 んだか。 」……8割 の生徒は イ ンタ ビューを行 ったが,2割 の生

徒 は行 って こなか った。 グループでの話 合いは比較的活発 であ ったが,イ ンタ ビューを し

て来 なか った生徒 の多 い班 はs不 活発 であ った。 この ため,事 前準備 を徹底 す る他,万 一一

の場 合 を想定 して教師が あ らか じめ適 当な資料 を用意 してお く必要 もある。

② 「自分 たちの将来 には多 くの可能性 がある ことを認識で きたか。 」……年代 ごとの 「一 覧

表 」には5～8の 将来 設計 が挙 げ られ,多 様 な将来設計があ るこ とを認 識で きた。 これに

ついて班 での話合 いは活発 に行われた。 しか し,ク ラス全体で の討議 は普段 か ら討 議の経

験が少 ない ことな どもあって盛 り上 が りに欠 けた。

③ 「長期的 に 自己の将来 を考 える ことがで きたか。 」…… ほぽ全員がr将 来設計表 」を完 成

す る ことがで きたが,50代 以降の記述は具体性に欠 けるものが多 か った。 事前に もっと

将来の夢 を語 れ るよ う適 切な 助言 をす る必要が あるもの と思われる。 また,全 員が 「私の

将来 」とい う作文 を提 出 し,8割 の生徒 が真剣 に 自己の将来 を考 えている ことが うかがえ

た。 さらに,「 自己の将 来設計 を実現 するために,現 在の学校生活 をよ り充実 させ たい。」

と書 いてい る生徒が数名 いた。

② 「人生 の先輩 に学ぼ う 一 「身近な人 の職業 」の取材 を通 して一 」

生徒は 「身近な人 の職業 」取材 を期 日までに全 員実 施 した。 この ことか ら生徒 の進路 への

関心 がいかに高 いかが分か った。 今回の ホームル0ム 活動で は,次 の点 で効果 が上が ったと

考え られ る。

。生徒 は職業の適性や厳 しさを良 く理解 で きた。

・職業 観や生 きが いに つい て考え る契機 とな った。

・希望す る多 くの職業か ら,一 つに絞 り込む時期 を意 識 し始めた。

・進路 の実現のため 自分の在 り方生 き方 を考 え始 めた。

・「取材 」を通 じて親子 の コ ミニュケー シ ョンが豊 かにな った。

生 徒か らは,「 取材項 目に 『労働条件 』,『 仕事 を選 んだ動機 』な どを入れる と,さ らに

職業 の実態 を見る ことができた。 」とい う意 見がでたので今 後の改善 の視点 と して いきたい。

今後の課題 と しては 「こんな高校生 を期待す る 」とい うテーマで,受 け入れ側の職場の要

望 も聞 き,今 の生 徒に対す る課題 を解決す るため,教 職員 の指導体 制 を一層充実 させ る必要

がある。
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V1ア ンケ0ト 調査 に見 られ た意見

以下 は アンケ ー トの記述 箇所 に記 され たものの抜粋で ある。

(1}現 在1年 生 を担 当 してい ますが,担 任 の一 方的 な考 えで運営 しす ぎる きらいが ある。

もっと生徒の 自発的 な考 えを尊重 した ホー ムルー ム活動 と した いと思 っている。 また,

ホー ムルー ム活動を行 うの に,他 の クラス と足並 みを揃 えなければな らない とい うのが,

足かせ になっているよ うな気がする。(J高 校全 日制)

②HR委 員や 各種委員 との打合せの時間が十分取 りに くい。 また,資 料 を作成 するのに

時間がかか り9準 備 がなか なか大 変である。 た だ し,十 分 といえな い までも準備 して お

くと話合が うま くい くので,忙 しいが準備は している。(丁 高校全 日制)

(3)文 化祭,体 育祭 は非 常に熱がは いるが,そ れ以 外の,例 えば,進 路等 に関する指導 に

は,1年 生 とい うこともあ って,あ まり関心 を示 さない。 男女間の ことや,青 年 期 の特

質等につい ては ホームル ーム活 動ではなかなか取 り上 げに くい テーマであ り,そ の時間

的余裕が ないのが現状 である。(T高 校全 日制)

(4)ホ ー ムルー ム活動の時間 は,先 生の事務連絡 の時間 と思 っている生徒 が多 く,話 を し

よ うとして も 「も ういい 」とか 「まだ?」 とか言 って,帰 りたが った りす る。(S工 業

高校全 日制)

㈲ 進路 指導,進 路学 習を軸 と考え ているが,行 事の連絡調整,問 題行 動な どの説諭に相

当の時 間を さかれ,ホ ー ムル ーム担任が指導案 を作成 して行 うホームルー・ム活動はほ と

ん どで きないのが現状で ある。 学級通信 を作成 しシ ・一 トホームルーム活動 で若干の補

い(特 に進路 学習は継続的 に)を 行 っている。(H高 校全 日制)

{6)ホ ー ムルー ム運営委員会1ζよる 自主的 な運営 を指導する こと,事 前 ・事後 の打合せの

時間を定期的 にもつ こ と,学 年,学 校 と しての全体的 な指導計 画の中で実施す ることが

大切 と考えて いる。(C高 校全 日制)

(7)第1学 年 の担 任ですので,高 校生活への対 応がどの生徒 に もで きるよう配慮 してい ま

す。 そ うい う意味 では ホームル0ム の雰囲気づ くりにかな りの エネル ギーを使 ってい ま

す。 放任の中で は生徒は育 ちませ んので,生 徒相互 のぶつか りあいの中での人間関係作

りを心 が けて います。(G商 業 高校全 日制)
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田 ま と め

青年 期における生 き方 の指導の充実の必要性は,第13期 中教審 の教育 内容等小委 員会 の審

議経過報告(昭58)の 中にも示 されている。 また,教 育課程審議会 の答 申(昭62)の 中で

は,特 に 高等学校段階に おい て,人 間 と しての在 り方生 き方 に関す る教育の推進 と指導 の充実

を求めて いる。

さらに,新 学習指導要領(平 成元年告示)に おいては,ホ ー ムルー ム活動 を充実,活 性化 さ

せ,人 間 と しての在 り方生 き方につい ての指導 をす ることの重要性 が示 された。

これ らの視点に立ち9今 年度 は,各 都立高等学校が,ホ ームル ー ム活動 を具体 的に どの よう

に実践 してい るのかの実態 を ア ンケー ト調査 し,研 究 を進 めて きた。

調査結果 によれ は」 ホー ムルー ム活動の年 間実施回数は,平 均28,2回 であ り,今 後学校行

事の見直 しや精選等 を行 い,ホ ー ムルー ム活 動 の 実 施 回数 を 増 や す必 要 が あ る ことな どの

課題が ある ことが明 らか にな った。

また,ホ ー ムルーム活動 の年 間計 画を立 て ている学 校は,回 答校 の3割 程度 であ り,教 師一

人一 人が 指導案 を作成 している学校 は約4割 に とどまり,各 都 立高等学校が,ホ0ム ルーム活

動に組織的 ・積極的に取 り組ん でいるとは言 い難 い と思 われ る結果で あ った。 さ らに,テ ーマ

の選定の配慮や指導法の工夫な どによ りホームル0ム 活動 の活 性化 を図る ことがで きることか

ら,指 導案 を十分検 討す る必要性が ある ことも明 らかにな った。

新学 習指導要領に示 され てい るホームル ーム活動 の内容 の うち「個人及 び社会 の一 員 と して

の在 り方 生 き方に関す ること 」と 「将来の生 き方 と進路の適切 な選択決定 に関する こと 」につ

いての授 業時数 の配当については,各 都立高等学校の平均は,現 在 でも新学 習指導要領 に基準

として示 された3分 の2以 上 を満 足 している との好 ま しい結果 も得 た。本研 究を通 して,ホ ー

ムルー・ム活動を各高等学校 において活性化 させ,人 間 と しての在 り方生 き方 の指導 を充実 させ

るための 視点 と してs次 のよ うな ことが浮 きぽ りに された。

ql各 学 校の教 育 目標に即ず とともに,生 徒 の特性 ・進路 等に合 った指導案 を作成 する。

(21各 学校に おいて実践事例 を蓄積 し,そ れを基 に ホー ムルー ム活動につい ての教員の研修 を

促進 する。

キー ワー ド=教 育研究員r特 別活動,学 習指導要領,人 間 と しての在 り方生 き方,ホ ーム

ルー ム活動 個性,社 会性,進 路指導,ホ ー一ムルー ム活 動の テーマ,指 導案 ,指 導 計画,

環境教育,清 掃 指導,挨 拶指導,児 童 の権利に関す る条約(仮 称)
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